
１ 利活用の推進・多様なサービス 

 

 

１４ 「こども司書くらぶ」・「福井市こどもの本大賞」 

福井県 福井市立図書館 
 

 基本データ    テーマ・活動のねらい等  
 
所在地 福井県福井市文京 2 丁目

7-7 

職員数 15 人 

うち司書数 6 人 

蔵書数 約 482,000 冊 

利用登録者数 約 31,500 人 

年間貸出冊数 約 387,000 冊 

（児童用図書貸出数 約 137,600 冊）

  
【テーマ】子供の読書啓発、子供に対するサービスの充実 

【活動のねらい】 

 子どもが良書に出合い、評価する力を身につけること。 

 学校の枠を超えて本好きな子どもたちが集い、本について語り合え
る場を作ること。 

 次世代に読み継がれるような本を発掘し、発信すること。 

 

 
 
 

（１）「こども司書くらぶ」 

 次世代に読み継がれる本を発掘し、本好きな子

どもたちの活躍を応援するために「こども司書

くらぶ」を結成。 

 対象は小学４年生～６年生で、毎年募集。「こ

ども司書くらぶ」メンバーは、図書館の仕事体

験や「福井市こどもの本大賞」の投票、発表会

を行う。投票は２月下旬、発表会は３月上旬に

開催。 

こども司書くらぶ募集のお知らせ 
 

 

福井市 こども司書くらぶ 
 

取組・活動の概要 
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1 （２）「福井市こどもの本大賞」 

 毎年１月～12 月の１年間に発刊された高学年

向け児童書の中から、いちばんお薦めしたい本

を子どもたちによる投票で決定する。 

 「福井市こどもの本大賞」の候補本については、

毎月司書が物語部門・ノンフィクション部門か

ら数冊選び、「こども司書くらぶ」メンバーは

候補本を年間３冊以上読んで簡単な感想を書

くことが投票に参加する条件となっている。 

 候補本は、学校教育課を通じて先生や図書支援

員にも配信していて、学校との連携にも寄与し

ている。 

福井市 こどもの本大賞 

第１回 福井市こどもの本大賞 候補作品 

 

 
 

 前月に出版された本の中から司書が候補本を

選び、毎月発信することで良書に出合う機会を

増やし、ノンフィクション部門を設けることで、

幅広い本の紹介と男の子の参加しやすさに繋

げている。 

 「こども司書くらぶ」メンバーが書いた感想も

特設コーナーに貼ったり、SNS などで発信し

たりすることで、メンバー以外の利用者や出版

社にも興味を持っていただいている。 

 
 
 
 
 

 メンバーの感想を読むと、本を通して自分と向

き合っているコメントが多く、心に刻まれるよ

うな１冊に出合っていることが分かる。 

 学校以外にも本好きな仲間がいることを知り、

図書館では児童担当の司書と本の話をする機

会が増え、いきいきと活動している。 

 保護者からは、読む本のジャンルが広がった、

仕事の体験がとてもいい機会だったという声

があった。 

大賞本の先生からのメッセージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
        

取組・活動の工夫や特徴 

取組・活動の成果や今後の展望 


